古代エジプトのクフ王のピラミッドの設計で、数値の７が神聖視された理由
古代エジプトのクフ王のピラミッド（大ピラミッド）の設計において、数値の7が重要視された主な理由は、古代エジプトにおける「永遠の生命」や「完結した循環」の象徴であったためです。 
設計や数学的な背景には、以下の要素が挙げられます。
1. 「完全性」と「永遠」の象徴
古代エジプトにおいて「7」は、完結した循環を意味し、転じて永遠の生命を象徴する聖なる数（聖数）と考えられていました。ピラミッドはファラオを天へ導き、死後の世界でも永遠に存在するための「装置」として建設されたため、この概念は設計思想の根幹に関わっています。 
2. 幾何学的な設計単位（セケド）
大ピラミッドの傾斜（勾配）の設計には、「セケド（Seked）」と呼ばれる単位が用いられました。
· 大ピラミッドの勾配は「5 1/2（5.5）セケド」とされています。
· 当時の長さの単位「1キュビット」は7つの手のひら（パーム）で構成されていました。
· 設計上、垂直に1キュビット（7パーム）上がるのに対し、水平に5.5パーム移動する比率が用いられており、この「7」という基本単位がピラミッドの美しい四角錐の形状を決定づける数学的な基礎となっていました。 
3. 天文学・宇宙との調和
古代エジプト人は天体を神格化しており、数は「神々の意志」を表すものとされていました。 
· 肉眼で見える7つの惑星（太陽、月、水星、金星、火星、木星、土星）との関連や、天の神聖な構造を地上に再現するために「7」を設計に組み込んだという説もあります。
· ピラミッドは東西南北に正確に配置され、内部のシャフト（通路）も特定の星座を指すよう設計されていることから、宇宙的な秩序（マアト）を象徴する「7」が重視されました。 
なお、大ピラミッドの高さと底辺の比率は円周率（π）や黄金比に非常に近い数値となりますが、これらも前述の「7」を基本とした設計単位から自然に導き出された結果であると考えられています。 


8 件のサイト
· 神話における神聖数と宇宙的数象徴 - Flashcards World
... 神話で重要視されます。 数の神格化とは何ですか？ 数の神格化は、特定の数が神聖視され、神や精霊と結びつけられる現...

Flashcards World
· ピラミッドの高さを測った数学者がいた - 大日本図書
一番大きなピラミッドはクフ王のギザ大ピラ ミッドです。 底辺は1辺が230.37mのほぼ正確 な正方形で、4つの面も正確...

大日本図書
· INTEGRITY - BEDAT & CO GENEVE
数字の7は古代エジプト文明においては、完結した循環を示し、ゆえに「永遠の生命」を象徴しています。 ほかにも数字の7は、世...

BEDAT & CO GENEVE
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